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パ節 (SLN) 生検の有用性が明らかとなり, SLN生検に
よる腋窩リンパ節郭清の省略は標準術式となっている.
近年,画像診断の進歩により,乳房内センチネルリンパ

















陰性例が 12例, ともに陽性が 2例, ISLN陽性かつ腋窩





























用法で 89.5％,摘出リンパ節数は 1-6個 (平均 2.23個),
偽陰性は認めなった.ICG蛍光法のみでは同定率 90.0％,
摘出リンパ節数は 1-6個 (平均 2.44個), 1例で術中診転
移なしが最終診断にて微小転移ありとの診断に変更と
なった.それも含めて偽陰性は認めなった.本法は被爆
が無く,どの施設にでも安全に行える手技である.また
リンパ流が明瞭にトレースできるため容易にセンチネル
リンパ節生検が行える方法として有用と考えた.
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